
 
 

中

の

島

神

社

祭

典

の

ご

案

内 

 

秋
風
爽
や
か
な
実
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
益
々
ご
健
勝
に
て 

お
過
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
恒
例
の
御
祭
礼
が
近
付
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
来
は
九
月
九
日(

宵
宮 

祭)

、
十
日(

本
祭)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
子
供
達
に
情
緒
豊 

か
な
お
祭
り
行
事
の
楽
し
み
と
喜
び
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
き
、
大
人
も
子
供
も 

一
緒
に
な
っ
て
御
祭
礼
を
お
祝
い
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
九
月
七
日(

土
曜
日) 

宵
宮
祭
、
九
月
八
日(

日
曜
日)

本
祭
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

中
の
島
神
社
は
明
治
十
年
頃
に
開
拓
者
五
名
位
が
中
の
島
守
護
の
た
め
に 

三
柱
の
神
を
祀
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
大
正
三
年
に
祠
を
中
の
島
一
条
二 

丁
目
か
ら
二
条
三
丁
目
に
移
設
し
大
正
十
四
年
に
七
坪
五
合
の
神
殿
を
造
営 

し
遷
宮
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
昭
和
四
十
六
年
に
改
築
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

本
年
も
昨
年
に
引
き
つ
づ
き
御
輿
の
渡
御
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
私
共
の
、 

ふ
る
さ
と
中
の
島
を
現
在
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
鎮
守
の
御
社
を
心
の
よ
り
ど 

こ
ろ
と
定
め
、
毎
年
祭
事
を
継
承
さ
れ
て
き
た
先
輩
古
老
に
心
か
ら
感
謝
を 

捧
げ
お
互
い
の
健
康
と
倖
せ
を
祝
福
し
、
謹
ん
で
お
ご
そ
か
に
祭
典
を
執
行 

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通
り
日
程
と
行
事
を
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、 

多
く
の
ご
参
加
、
ご
参
拝
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

一
、
九
月
七
日(

土)

宵
宮
祭 

  

一
、
九
月
八
日(

日)

本 

祭 
 
 

   
 

 
 

平
成
二
十
五
年
八
月
吉
日 

 

中
の
島
神
社
祭
典
委
員
会 

委
員
長 

木 

戸 

敏 

男 

中
の
島
神
社
運
営
委
員
会 

委
員
長 

 
 

 

富 

田 

勝 

也 

午
前
十
時
よ
り
神
詞
奏
上 

午
前
十
時
三
十
分
よ
り
御
輿
渡
御 

午
後
六
時
よ
り
奉
納
演
芸
「カ
ラ
オ
ケ
大
会
」そ
の
他 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

地
元
有
志) 

午
後
二
時
よ
り
子
供
奉
納
相
撲 

午
後
五
時
よ
り
神
詞
奏
上 

午
後
六
時
よ
り
奉
納
演
芸(

地
元
有
志)

そ
の
他 

御 輿 渡 御 予 定 巡 路 
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